
エチレンセンター１１社の収益状況について
（平成１６会計年度上期）
平成１６年１２月２０日
製造産業局化学課
　平成１６年度上期（４月～９月）のエチレン生産量は、国内景気の回復や中国をはじめとするアジアの需要が旺盛であったこと、市況が好調であったことから３６５万３千トン（対前年度比４．３％増）となり、各センターとも高稼働であった。
　平成１６会計年度上期のエチレンセンター１１社の石油化学部門の売上高は、需要が堅調に推移したことによる数量面の増加に加えて、原油・ナフサ等の原料価格の高騰に伴い、製品価格の値上げが避けられなかったこと等により、１兆５，７０６億円（対前年同期比１９．４％増）となり、大幅な増加となった。
　また、経常利益は樹脂部門を中心とした再編の進捗や商慣行の是正といった合理化効果や、国内外の旺盛な需要による出荷量の増加などから、８３８億円（対前年同期期比３３７．９％増）となり、大幅な増益となった。
　この結果、売上高経常利益率は５．３％と前年同期に比べ３．８ポイントの増加となった。
エチレンセンター１１社の石油化学部門の収益推移（単独ベース）
（単位：億円）
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エチレンセンターの石油化学部門の収益推移（連結ベース）

（単位：億円）
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売上高営業利益率

注）連結対象会社の変更等があるので、前年度と単純な比較はできない。

（平成１６年度集計対象）

旭化成（株）＜ケミカルズ部門＞、出光興産（株）＜石油化学部門＞、昭和電工

（株）＜石油化学部門＞、新日本石油（株）＜石油化学部門＞、住友化学（株）＜

石油化学部門＞、東ソー（株）＜石油化学部門＞、東燃ゼネラル（株）＜石油化学

部門＞、丸善石油化学（株）＜単独の数値＞、三井化学（株）＜石油化学、基礎化

学品、機能樹脂部門＞、三菱化学（株）＜石油化学部門＞、
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